
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1.コロナ禍により人との接触を避けることを県として呼びかけたこともあり、派遣依頼が昨年度に引き続き激減したが、オンラインによる派遣
形態も一定数あったため、感染状況に応じて引き続き活用する

2.コロナ禍によるマスク着用やディスタンスの確保等で、国際交流員からの話が聞きにくい環境となったことが一因と想定される

3.新型コロナウイルスの拡大により海外との往来について制限を受けたため、選手交流を行うことができなかった
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・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国際的な人の往来が
ストップしたため、計画どおり事業を実施できず、オンラインを中心と
した国際交流を実施してきた。
・国際的な人の往来の再開の動きを踏まえつつ、中国や韓国等との
交流を一層促進するための取組が必要。
・次の世代を担う若者の国際感覚の涵養・育成

・東京及び北京オリンピック・パラリンピックでのホストタウン事業の成
功を踏まえ、新たな次元の交流に繋げるため海外との関係の強化を
図る。
・国際交流を担う次世代の若者育成のため、海外大学と県内大学の
交流など、若い世代の交流促進を図る。
・協約締結５周年を迎えた韓国江原道とソウル特別市との交流を深
めるため、相互に観光、経済交流の促進を図る。
・海外との往来再開が見込まれることから、従来事業の再開を目指す
とともに、利便性の高さを踏まえて引き続きオンラインを活用した交流
も行う

主な取組

✔　東京オリパラに向けたホストタウン等の取組
　・７市町における選手・住民等へのPCR検査業務
　・中国オンライン応援イベントの開催　　　　　　　※写真左上
　・大学生サポーター養成講座の開催（６～７月、参加者37名）

✔　グローバルNAGANO推進アドバイザーとの連携
　・中島孝明アドバイザーとのオンライン意見交換会
　　※写真右上
　　　テーマ：世界情勢（日米、日中関係）、観光（インバウンド）、
　　　　　　　　産業（食品輸出、蓄電池）　等

✔　コロナ禍の制限における地道な交流
　・駐韓国総領事の知事表敬訪問（４月）
　・駐日チェコ大使館巡回展（10月）
　・駐日米国大使館外交官との情報交換（10月）
　・県と市町村の国際交流員による合同イベント（12月）
　　※写真右下
　・北京冬季オリパラ後の中国国営メディアによる知事取材（３月）
　　※写真左下

3.当県へのインバウンドの起爆剤にもなる、スキーを中心とした青少年交流を実施することで友好交流、経済交流の進展につなげる。
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1.国際交流員による小中学校等訪問、国際理解講座等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントの開催により地域の国際
化を促進する。＜1.Ｒ２見込件数の倍数＞
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2-3 海外との未来志向の連携

【実施内容】

✔冬季スポーツを通じた中国との交流強化
✔韓国との観光・経済交流促進、国際チャーター便の誘致
✔東京及び北京オリンピック・パラリンピックを契機とした日中交流の活性化、新たな国際人材の育成

事業の現状・
目指す姿

（予算編成時）
及び実施内容

130

R3年度

目標値

0

285,264

R3年度

-14,485 

R2年度

0

81,447

No 成果指標
単
位

R1年度

02 11 01 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

R3年度

R1年度

0

84,966

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

グローバル化推進事業費
部局

5.00

↘

↘

3 ジュニア選手交流競技数 競技 1 0

企画振興部 課・室

【現状】

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国際的な人の往来が停止した状況下においても、オンラインの活用や、国内の海外関係者
との交流を通して、各国との協力・連携関係（パートナーシップ）を推進し、本県の認知度とプレゼンスを維持

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail kokusai@pref.nagano.lg.jp

国際交流課

実施期間

264,179

6.5
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・海外の国や地域との交流を通じた、友好関係の発展。
・NAGANOブランドの浸透による、インバウンドの増加。
・東京及び北京オリンピック・パラリンピックを契機に、中国河北省、北京市と連携した、スポーツを中心とした青少年の交流事業を通じた中
国との関係強化による経済交流の促進。
・県民の国際感覚の醸成。
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2.国際交流員による小中学校等訪問、国際理解講座等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントの開催により地域の国際
化を促進する。＜2.過去３年間の平均値で設定＞
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千円 千円

細事業名

国際化啓発推進事業費
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実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

直接

海外県人会運営費補助金

補助金

No. 細事業を構成する主な取組

本県出身者の移住先国である日系人社会の発展に協力し、本県との友好関係を促
進するため、ブラジル及びアルゼンチンの海外県人会の運営や各種事業に対し、補
助金を交付
【補助件数：２件】

新型コロナウイルスの影響により、日常的な人の往来が制限されたことから、河北大
学等中国大学生の受入れは実施できなかった。

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

海外県人会連携事業費3
8,446 1,812 1,823

千円

1

細事業
No.

負担金
スポーツを中心とした青少年交流に取り組む日中スキー交流委員会に対し負担金を
交付した。

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

河北省友好提携事業費
359 0 0

千円 千円 千円

直接 ・国際交流に係る事務費
・県の国際関連業務の通訳及び資料作成に係る翻訳業務を実施【161件】
・３名（英語圏・中国・韓国）の国際交流員を配置し、小中学校等訪問、国際理解講座
等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントを開催【67件】
・グローバルNAGANO推進アドバイザーとのオンライン情報交換会を定期的に開催
【12回】

2
北京冬季オリンピック・パラリ
ンピック交流強化事業

直接

1
国際関係パートナーシップ
強化事業

新型コロナウイルスの影響により日常的な人の往来が制限されたことから、国内にお
ける情勢確認を行うため、駐新潟韓国総領事の知事表敬や在日本大韓民国民団長
野県地方本部との意見交換を行った。

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

3 ホストタウン推進事業

直接 ・東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、国際交流の機運を高めるため、中
国を相手国としたホストタウンとして、オンラインによる交流事業を実施【8/2、参加者
93名】
・ホストタウン・事前キャンプ地における選手・自治体職員等のPCR検査等の実施及
び、選手受入時に市町村が行う新型コロナウイルス感染症対策を支援【PCR検査件
数：延べ2098件、市町村への補助件数：５件】

交付金

負担金

4
中国・中南米との青年交流
事業

直接 新型コロナウイルスの影響により日常的な人の往来が制限されたことから、中国河北
大学等の学生や中南米県人会の研修員の受入れ、県内大学の学生との交流は実施
できなかった

1
中国大学生インターンシップ
活用事業
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5 国際交流推進事業
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グローバル化推進事業費 部局 企画振興部

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 国際交流課

自治体国際化協会職員派遣事業費
12,152 10,448 13,132

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

一般外事事務費
27,249 25,505 25,412

千円 千円 千円

1 一般外事事務

直接 県内自治体の国際化の推進及び教育現場での外国語教育の充実を図るため、（一
財）自治体国際化協会の海外事務所整備に係る分担金の支出や外国青年招致事業
を実施

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

5

細事業
No.

1
自治体国際化協会海外事務
所派遣事業

直接 （一財）自治体国際化協会の海外事務所に職員を派遣し、実務型の長期派遣研修を
実施
【派遣職員：北京事務所１名、シンガポール事務所１名】

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）
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決算
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